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福岡県地域エネルギー政策研究会 講演
２０２４年１０月３１日

国内最大規模の“実証実験”キャンパス 脱炭素・水素社会実現へ世界と戦う“チーム福岡”

資料４



水素大規模拠点構築へ（23年5月11日、「福岡県水素拠点化推進協議会」第１回総会）
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福岡県HP（2023年5月11日）https://www.pref.fukuoka.lg.jp/site/chiji-top/suiso-kyoten.html

（写真左から）中田昌弘日本製鉄（株）常務執行役員九州製鉄所長、穐山泰冶九州電力
（株）取締役常務執行役員、知事、武内和久北九州市長、木下貴夫西部ガス（株）取締役
常務執行役員、佐藤直樹福岡県水素グリーン成長戦略会議会長

５月１１日、グリーン水素で成長する地域を目指し、水素需給のポテンシャルが高い「北九
州市響灘臨海部」を中心とした大規模拠点の構築に向け、県や北九州市、水素の利活用を
目指す企業で構成する「福岡県水素拠点化推進協議会」の第１回総会を開催しました。

協議会長である知事は、「グリーン水素で成長する地域を実現し、全国、また、世界をリー
ドする取組みを皆さまとともに進めてまいりたい」とあいさつしました。



福岡県への期待（叱咤激励）
3

●国内では、多くの地域で拠点形成の議論が具体化（例えば、中部
圏は軽井沢G20以来、議論を続け、プランの完成度も極めて高い）

●産業界と地域が連携する協議会において、各企業がどの程度の
量の水素・アンモニアを使うかについてコミットできるかが勝負

●水素・アンモニアの利用は、電力部門が牽引役となりながら、運輸
部門（トラック等の商用車、配送者など）と産業部門（製造業の高温
熱利用、化学、製鉄など）が伴走。FSや実証事業も増やすべきでは。

●三大都市圏は輸入中心、地方圏（福島、山梨、北海道など）は再
エネ中心。再エネが豊富で工業も盛んな九州は輸入水素＋国産水
素の「ハイブリッド型」か？

●海外企業も巻き込む「ウインブルドン型」で三大都市圏と伍せる？

●九州山口経済圏では、山口県周南や大分県も先行しているが、
経済規模が大きい福岡県は、北九州市（工業都市）と福岡市（商都）
も含めた広域連携のビジョンが描けないか？

福岡県水素グリーン成長戦略会議・基調講演
２０２３年７月２８日



法律：水素社会推進法（推進＋規制）
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経済産業省HP（2024年2月13日）：https://www.meti.go.jp/press/2023/02/20240213002/20240213002.html などを参考に、佐々木作成

＜本法律＞「夢の燃料＝水素」実装への国のルール
●「15年支援＋10年継続」で「脱炭素燃料」導入
の2050年までのレールを引く法律

●脱炭素燃料導入での「鶏と卵」の課題に対し、事業者・地域の背中を押す法律

①値差支援（天然ガス⇒水素、石炭⇒アンモニアへ転換する差額支援（３兆円））
⇒始めは高い「脱炭素燃料」を、既存の化石燃料に近い価格にして使いやすく

②拠点整備（各拠点で可能性調査（FS）や詳細設計を行って、拠点構想を具体化）
⇒コンビナートなどの脱炭素化で、地域の雇用確保と産業の脱炭素転換へ

③グリーン化（国際的にそん色ないCO2排出削減効果の低炭素水素等を導入）
⇒燃料・原料のグリーン化で事業者がカーボンニュートラル製品を世界で販売

④国が保安を主導（安全・安心を自治体任せにせず、国が審査・検査）
⇒革新的なシステムは県などの自治体での審査が困難で、国が自ら汗をかく

＜今後の課題＞
●水素は、国内外の再エネを使いやすくできる。グリーン化とエネルギー安全保障
の両面で、国産水素を増やすべき
●国際競争が激化する中で、スピード感とスケール感を持って取り組むべき
●「安全」はもちろん、「安心」のための社会受容性向上を不断に進めるべき
●ファイナンスがついて本格投資がスタート。「バンカブルな水素」にできるか？

衆議院・経済産業委員会（2024年3月29日）



整備支援を行う水素等拠点の規模：年>１万トン（水素換算）
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出典：水素・アンモニア政策小委員会資料（2023年11月28日）：https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shoene_shinene/suiso_seisaku/012.html



一定規模以上の水素等供給者：年>１千トン（水素換算）
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出典：水素・アンモニア政策小委員会資料（2024年6月7日）：https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shoene_shinene/suiso_seisaku/014.html



経済：水素価格と用途拡大（輸送⇒発電⇒化学⇒製鉄）
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佐々木一成、日本経済新聞「経済教室」2023年5月30日、https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCD186U00Y3A510C2000000/

水素需要:約800トン/年
（現状）

水素需要:約8万トン/年
（水素基本戦略2023）

水素需要:100万トン/年
（水素基本戦略2023、
水素換算の純増分）

２ケタ増

３ケタ増

「産」主導の技術開発・社会実装
（GI基金事業などで開発中）

「学」が革新技術の創製にチャレンジ
し、「産」の製品開発に貢献する
オープンイノベーションが有効！

現在は約
14円/Nm3



福岡モビリティショー2023
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水素パッカー車（トヨタ・福岡市）給食配送車（トヨタ・福岡市）

小型トラック（トヨタ・福岡県）

多様な商用車に横展開 （撮影：佐々木）

水素BRT（日田彦山線）



福岡初の水素関連企業工場立地：AGC（水電解膜）
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戦略会議発足以来、水素関連の主要企業の工場立地は初めて



福岡県の取り組み加速に向けて
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①【拠点】北九州での水素拠点認定（ファーストムーバー入り）に期待。
純水素（液化水素、MCH）は当面高いので、まずはアンモニアからス
タートか。液化アンモニアの大量貯留においては保安対策も重要。

②【水電解】水素分野で水電解は伸びしろ大。水電解電解質膜の
世界トップメーカーの北九州での工場建設などはチャンス。再エネが
豊富な九州の強みを活かせる水電解の取り組みを要重点化。

③【商用車】２０２０年代の水素関連の成長分野は水素商用車（トラッ
ク等）。三大都市圏だけでなく、九州福岡での商用車用水素ステー
ションの設置は不可欠。北九州-福岡（箱崎）-鳥栖-熊本の物流幹線
上の商用車用の水素ステーション網の整備が戦略的に今後重要。

④【半導体】半導体工場で大量の水素を使用。投資が集中する九州
の半導体の強みを水素分野で活かせないか？九州では、CO2フリー
水素も再エネ水電解で供給可

⑤【人材】九州大学も博士人材育成などで研究者層を拡充中。次世
代若手人材育成や国際交流などをサポートいただけるとありがたい。


